
ヨハネ福音書は、大きく二つのテーマで構成されていると見る
ことはできますか？一つは「光とやみ」の対決、もう一つは
「いのちと死」。

 

ASSISTANT  
はい、ヨハネ福音書を「光とやみ」および「いのちと死」という二つのテーマで構成されていると見ることは可
能です。この二つの対比は、ヨハネ福音書の中心的なテーマとして頻繁に表れます。

1. 「光とやみ」のテーマ：ヨハネ福音書では、イエス・キリストはしばしば「世界の光」として言及されて
います。この光は、やみ、すなわち無知や罪を照らし出し、真実を明らかにするものとして描かれていま
す。このテーマは、イエスの教えと奇跡が人々の心のやみを照らすことを象徴しています。

2. 「いのちと死」のテーマ：ヨハネ福音書において、イエスは「いのち」をもたらす者として描かれていま
す。これは物理的な生命だけでなく、霊的な生命、永遠の生命を意味しています。死は罪と切り離すことが
できないテーマであり、イエスの十字架と復活は、死を克服し、永遠のいのちをもたらすことを示してい
ます。

これらのテーマは、ヨハネ福音書全体を通して繰り返し表され、キリスト教信仰の核心的なメッセージと結びつ
いています。光とやみ、いのちと死の対比を通じて、ヨハネは読者に霊的な真理を深く理解させることを意図し
ています。

それぞれ、神殿の聖所にある、燭台とパンに対応し、大祭司と
してのキリストを表しているヨハネ福音書に相応しいテーマだ
と考えられます。

 

ASSISTANT  
おっしゃる通り、ヨハネ福音書の「光とやみ」と「いのちと死」というテーマは、旧約聖書の神殿の聖所にある
燭台（メノーラ）と供えパン（ショーブレッド）に深く関連していると考えることができます。これらは、大祭
司としてのキリストを象徴していると解釈されることが多いです。

1. 「光とやみ」と燭台（メノーラ）：旧約聖書における神殿の聖所にある燭台は、光を象徴しています。ヨハ
ネ福音書においてイエスが「世界の光」と自称することは、この燭台の象徴と強く連動しています。イエス
が光としての役割を果たし、霊的な暗闇、すなわち罪や無知を照らすことを象徴しています。

2. 「いのちと死」と供えパン：供えパンは、神殿で絶えず供えられる12個のパンで、イスラエルの12部族を
象徴し、神への絶えざる信仰と感謝を示しています。ヨハネ福音書でイエスは「生命のパン」または「天か
ら下ってきたパン」として言及されており、これは霊的ないのち、すなわち永遠の生命を提供する彼の役
割を象徴しています。

このように、ヨハネ福音書のテーマは、ユダヤ教の伝統と象徴、特に神殿礼拝の要素と深く結びついており、イ
エス・キリストを新しい契約の大祭司として提示しています。これらのテーマは、イエスの人格と役割を深く理
解するのに役立ちます。
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